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ア ッ ラーの 導き と 迷わす 



親愛なる ムス リムの 皆様。 よく 知られて いる こ 
とです が、 強制に よって 人に 何 かを 信じさせたり、 
信じる のを やめさせた りする ことは できません。 信 
じる と言う ことは、 心に おいて おこなわれる もので 
ある こと だからです。 だから、 人の 心に 侵入す る こ 
と、 脳を コントロール する ことは できない のです。 
信仰に おいても、 人に 強制す る ことは、 信仰して い 
るふり をして いる 人を 生み出す 以外の 何もの も 生み 
出しません。 また 強制す る こと、 圧力を かける こと 
は 試練と 言う 意識と も 相容れない ものです。 この テ 
ー マに 関する いくつかの ク ルアー ンの 章句を 見て い 
きまし ょう。 

「宗教には 強制が あっては ならない。」 （雌牛 
章 第 2 5 6 節） 

「あなたがたには、 あなたがたの 宗教が あり、 
わたしには、 わたしの 宗教が あるので ある。」 （不 
信心 者たち 章 第 6 節） 

「もし 主の 御 心なら、 地上の 凡ての 者は 凡て 信 
仰に 入った ことであろう。 あなたは 人び とを、 強い 
て 信者に しようと する のか。」 （ユー ヌス章 第 9 9 
節） 「真理は あなたがたの 主から 来る ので ある。 だ 
から 誰でも 望みの ままに 信仰 させ、 また （望みの ま 
まに） 拒否 させなさい。」 （洞窟 章 第 2 9 節） 

「あなたがたが 好む 通りに 行いなさい。 本当に 
かれは、 あなたがたの 行う ことを 見守られる。」 
(フツ スイ ラ 章 第 4 0 節） もし アツ ラーが、 人々 の 
全てが 信仰を 持つ ように 望まれて いたと すれば、 
人々 には 他の 選択肢はなかった でしょう。 皆、 信仰 
する 以外には なかった でしょう。 別の 表現を 用いる 
なら、 この 点に おいて 自由ではなかった でしょう。 

親愛なる ムス リムの 皆様。 アツ ラーが 人々 を 自由 
にさせて くださって いる ことを ク ルアー ンで 確認し 
たうえで、 別の 観点から 理解す る 必要の ある ことが 
あります。 それは、 信仰から 遠ざけられ るの も、 信 
仰へ 導かれる の も 全て アツ ラーで あられる、 という 
こと です。 

「本当に アツ ラーは、 御望み の 者を 迷わせ、 ま 
た 御望み の 者を 導かれる。」 （創造者 章 第 8 節） と 
いう 意味の 章句は 複数あります。 これらに ついて 考 


えを 進め、 過ちを 犯す こと、 道から 外れる こと、 導 
かれ る こと が 何ら かの 法則 や 規則 に 基づいた もので 
はない こと、 アツ ラーが 適当に 人々 を 迷わされ、 あ 
るいは 導かれる の だと 考える 人が いるか も しれ ませ 
ん。 ただし、 アツ ラーが 何の 必要 もない のに 1 人の 
人を 迷わされ ると 見なす ことは、 アツ ラーを 残酷 だ 
と 見なす ことで あり、 そのような ことは 考える こと 
すら 不可能です。 ク ルアー ンは アツ ラーが 適当に 人 
を 迷わされたり 導かれた りする のでは ない、 という 
こと を 明白に 示して います。 

アツ ラーが 導かれる 人に ついては、 ク ルアー ン 
において 要約す ると 次の よ うで あると されて います。 
• 信仰す る 者。 

•自 らを 変えよう とする 者。 

• シャイ ターンから 遠ざかる 者。 

• アツ ラーに 向かい、 アツ ラーと 結びつい ていよ 
う とする 者。 

• 善行に 勤し む 者 
• 貧しい 人に 施しを なす 

• 言葉を 聞いて、 その 中の 最も 良い ところに 従う 
者 

アツ ラーが 迷わさる 人に ついては、 ク ルアー ン 
において 要約す ると 次の よ うで あると されて います。 
• 信仰を 拒否す る 者 
• 来世を 拒否す る 者 
• 印を 信じない 者 
• 不義を 行なう 者 
• 偽 信者たち 
• 锭に 背く 者 

• 心には 病みが 宿って いるもの 
• 罪深い 者 

• 理解し ない 者と 考察し ない 者 
• 来世より 現世を 優先す る 者 
• 反逆者たち 
• ク ルアー ンに 目を 瞑る 者 
• アツ ラーを 忘れた 者 
• 高慢で 暴 逆な 者 
• うぬぼれて いるもの 
• 残酷 者たち 
• 虚偽で 恩を 忘れる 者 
• 裏切り者と 恩を 忘れる 者 
• 無法者と 懐疑 者 

親愛なる ムス リムの 皆様。 ムス リムと して 私達 
が 信じて いる ことは、 全ての 物事、 全ての 業を 創造 
された のは アツ ラーで あられる と言う ことです。 こ 
れは 神の 特性の 欠かせない 条件で も あり ます。 だか 
ら、 迷わされる こと も、 導かれる こと も、 これらを 
創造され たのは アツ ラーな のです。 しかし それらを 
望み、 選択す るのは しもべです。 偉大なる アツ ラー 
が 私達 皆を 真実へ と 導かれる しもべと して 下さい ま 
すよう に。 
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